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主催講座活動報告
講座の様子を１階ロビーで紹介しています

男性のための料理教室 ～初級編～
２月２１日（金）開催

当センターと健康推進課、横手食生活改善推進員協議会 横手支部との共催で標記講座を開催し

ました。初めに横手保健所の管理栄養士さんから１回の食事の栄養バランスや摂取量、減塩の必

要性についてお話しいただき、食生活から健康寿命について考える時間となりました。調理実習

では主食、主菜、副菜の三品を作りました。主食では「お好みで！セルフチャーハン」に挑戦し

ました。基本の作り方を学んでから７種類の具材からお好みの物を入れてオリジナルのチャーハ

ンを作りました。参加された方のほとんどが毎日でなくとも普段から料理をされているとのこと

で手際の良さが所々に見られました。調理後は参加者と講師みんなでテーブルを囲み食事をしな

がら普段の食生活や健康について心がけていること、趣味の話題などで盛り上がりました。

公共施設に係る使用料の改定について

市の公共施設適正化計画に基づき、令和７年４月１日から横手市の公共施設に関わる

使用料金が改定されます。当施設の改定後の使用料金は、次の表のとおりとなります。

※使用料は、各公共施設の利用状況等の実績や各施設の貸出可能な面積、維持管理費用等をもとにして算出されたものです。

※消費税は含みます。

※冷暖房料は含みます。

※酒席を伴う場合は、 減免の対象に

なりません。

※使用者が市外の場合は、通常料金が

２倍になります。



６月分の施設予約は４月１日（火）から受付いたします。

◆窓口での申請 9：00～ ◆電話での仮予約 10：00～ ◆インターネットでの仮予約 13：00～

※使用料は、各公共施設の利用状況等の実績や各施設の貸出可能な面積、維持管理費用等をもとにして算出されたものです。

令和７年度 職員紹介

センター長 播磨 康博

専門員 鈴木 瑞穂

事務補助員 山田 奈緒美

阿部 英子

山本 利栄子

日直・夜警員 渋谷 博巳

寺田 耕一

渡部 榮子

工藤 と久江

齊藤 純子 氏（条里）

昨年度に引き続きセンター活動や生涯

学習についてご指導いただきます。

横手市生涯学習奨励員のご紹介

３月３１日をもちまして

夜警員 阿部 平悦

が退任いたしました。

穏やかな日差しの中で雪解けが進み、季節は巡り今年も桜の開花が待ち遠しい

春が訪れました。さて、私事ですが、この３月末をもちまして任期が終了し当セン

ターを退職致しました。地域の皆様には多岐にわたり大変お世話になり、深く感謝

致します。振り返れば、足早に過ぎ去った４年の月日が走馬灯のように懐かしく思い

出されます。また、社会情勢の変化に伴い取り巻く環境は相応の影響を受けるもの

の、各種サークル活動を始めとした当センターでの諸活動は脈々と続いております。

まさに程良い「ウェルビーイング」がそこにありました。サポートする立場にとっては

微笑ましい光景であり、同時にその一端へ携わっている充実感も少なからず味わう

ことができました。これからも諸活動の波が絶えることなく、活力のある地域づくりへ

繋がっていくことを切に願っております。引き続き、地域の皆様のご健勝とご多幸を

祈念致します。４年間、ありがとうございました。 柿﨑 浩之

お世話になりました

令和４年度より奨励員を務められた

鈴木 弘志 氏（婦気）はご勇退されまし

た。大変お世話になりました。

～ よろしくお願いいたします ～

～ ありがとうございました ～

この度、３月末をもちまして横手中央地区交流センターを退職いたしました。 事業や窓口業務を

通して、地域の方々から様々な事を学ばせていただきました。

多くの方々と触れ合うことが出来、とても充実した時間を過ごすことが出来たことを心より感謝申し

上げます。 最後になりますが、皆様のご健康と益々のご活躍をお祈りし退職の挨拶とさせていただ

きます。 ありがとうございました。 事務補助員 嵐田 美香

私事で恐縮でございますが、この３月末をもちまして横手中央地区交流セン

ターを退職いたしました。１年間の短い間でしたが、大変お世話になりました。

当センターでは、日々の団体活動や主催講座を通じて利用者の皆様の明るい

笑顔に励まされて頑張った1年間でもありました。これからも地域に親しまれる

コミュニティセンターとして大いに発展されますようご祈念申し上げます。ありが

とうございました。 高橋 新一


